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1  は  じ 力ゞ  き

露地夏秋どリトマ トの栽培で問題となつている裂果や病

害の回避を主な目的として開発された雨よけ栽培が本県に

も導入され増加の傾向にある。

雨よl■栽培は施設費に多額の経費を要するため,品質 ,

収量の一層の向 Lを図 り生産を安定化させることが重要で

あるが,第 1報では植付時期の検討を行い作期の拡大をメ

リ,更にこれが品質,収量に及にす影響について検討しオぉ

以下その概要について報告する。

2  試 験 方 法

1 供試条件
植付時期 : 4月 20日植 (は種期 2月 21日 ), 5月 4

日植 (は種期 3月 4日 ),5月 20日 植 (は種期 3月 20日 ,

対照区 ),参考区 (5月 20日 植,露地裁培 )

供試品種および供試株数 : 強力米寿, 1区 60株 , 1

連制。

2 栽培概要

栽植距離 : 畦巾 180",株間 436磁,2条植, a当

り250株。

温度および水管理 : パイプハウスの屋根部は全期間

被覆し,サ イドビニールは夜間 10℃ 以 ドになる6月 :旬

以前と,月 下旬以降は被覆し,更に 5月 15日 までは トン

ネル被覆で保温した。

水分管理は Pr 2を 目やすに 1回 10m相 当の灌水をし

スこ。

施肥量 (り/a): 元肥 i llF肥 400,苦土石灰 12,
N-15, P205=27,K20-15, 追J巴 ;N-16,
P205~04, K20~16

3 試験結果および考察

慣行の5月 20日 植より30日 および15日 早い植付区を設定

したが, トンネル併用により4月 下旬～5月 上旬の最低気

温は外気温に比較し約 5℃ 高い10℃ 前後の温度経過を示し,

このため生育,着花等に障害は認められなかつた。

しかし7～ 8月 の高温期における最高気温は,サ イドビ

ニールを全開しても外気より4～ 5℃ 高い35～40℃を示し,

高温障害と思われる空]同果もややみられたことから,夏季

の換気r_っぃては更に検討する必要がある。

植付時期の違いによる生育差は,前半では明らかに早い

植付区はど旺盛な生育を示したが,10月 26日 の収穫打切時

における調査では植付時期による生育差は明らかでなかつ

た。しかし最終収穫果房段数は 4月 20日 植 144段に対し,

植付期が15日 遅れるに従い約 1果房減少した。

額付時期と収量の関係では,ます総収量で,明 らかに植

付時期が早いほど増収効果が高く, 4月 20日植区が10a当

り12tをあげ,対照の 5月 21日 植区に比較し32%増収しまぉ

これら収量を時期別にみると,いずれの植付区とも8月 上

旬以前の早期の収量が安定し高いが, 8月 中旬以降は著し

く減収した。従つて早植による増収効果は主に 8月 上旬以

前の収穫期間が延長されたことによるもので,これは 4月

20日 植区は対照の5月 20日 区より15日 早い 6月 中旬から収

穫が開始されたことからも明らかである。
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図 ! 時期別収量 (20株当り)

また,果重も植付時期が早いはどまさる傾向がみられ,

180′ 以上の上位等級 (M,L級 )の 占める比率は5月 21

日植区に比べ4月 20日 植区, 5月 4日植区はそれぞれ 160

%. 130%で 明らかにまさつた。なお参考の露地栽培区は

異常乾燥の気象経過で同比率が24%と 著しく劣つた。
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図 2 球重別収量比 (対 6月 20日 )

これら果重の植付時期による差は,収量の時期別経過と

同様, 8月 上旬までは比較的:じ大が良好に経過しているが

8月 中旬～9月 上旬にかけて著しく果重が低下している。

図 3 時期別 1個 平均重

このことから全体的にl18月 上旬までの収穫率が高い早

植区はど 1果重がまさったことになるが,処理区間におけ

る時期Яlの果重に顕著な差は認められなかつた。

植付時期と障害果との関係では,ほ とんど処理間差はな

く,ただ雨よけ栽培としては全般に裂果の発生が多かった。

これは特に7月 以降の高温,多日照の気象条件と関連が深

いものと考えられ,生育中後期の生産安定と合せ今後の残

された問題点といえよう。

雨よけ栽培における植付時期の検討の結果,植付時期を

早あることにより明らかに収量,果重ともまさり,慣行よ

り30日 早い4月 20日 植で総収量が32%増加した。

これら早植による増収効果は収穫期の前進にともなう収

穫期間の延長によるもので,特に 8月 上旬までの前ll■の収

量差が著しかつた。

なお,雨よけ栽培にトンネル併用で最低気温が5℃ 前後

高く確保できることから,早植の限界は外気温最低が 3～

4℃ 頃で,これより早い定植では更にカーテン等の保温が

必要と思われる。
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